
1．はじめに

繊維素材は，高次加工によりさまざまな製品形態をとり得る
高分子材料である。その用途は，いわゆる繊維という言葉から
連想される衣料用途から産業用途などの非衣料用途まで多岐に
わたり，われわれの身近には繊維からなる数多くの高機能素材
が存在する。繊維には各用途に応じた特性が求められ，その特
性に応じてポリマー，製糸および高次加工（製品化工程を含む）
を選択して製造し，最終製品へと加工される。これらの繊維技
術に関する過去の事例を紐解くと，図-1のようになり，その
極限を追求することで新しい機能を付与し，汎用材料から高機
能材料と幅広いポジションを確立してきたように考えられる。
繊維は“細く”長い素材であり，繊維素材を利用する必要性

は，ここにあるといっても過言でなく，繊維ならではの特性
（下記）を大幅に向上することができる“細さ”の極限追求（極
細化）は，学術的な興味だけでなく，工業的にも重要な開発
テーマの一つである。
＜極細繊維が発揮する特性1）＞
（1）柔らかさ，可とう性，滑らかさ，捩れやすさ
（2）繊維群間に生じる微細な空間
（3）単位重量当たりの表面積の大きさ，界面特性
（4）他素材との微細な相互入り込み
（5）曲げ時の低反発性
（6）集中応力の分散
この極細繊維の製造方法をまとめると，図-2のようになり，

大きくフィラメントタイプとランダムタイプに大別できる2）。
歴史的に見ると，最初に検討されたのは，メルトブローやフ
ラッシュ紡糸等のランダムタイプの極細繊維である。これらの
技術は一工程で極細繊維からなる不織布が得られるという利点
があるものの，均一性や力学特性が要求特性を満足できず，用
途開発が進まなかったために，当時は，主流技術となることは
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図-2　極細繊維の製造方法・概要

図-1　繊維技術・概要
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要　　　　旨

ナノファイバーの定義は，学術的には，繊維径が100 nm未満（1 nmは1 mmの100万分の1）であり，断面に対する長さ（アスペク
ト比）が100以上の繊維素材を言うが，工業的にはこの定義を広く捉え，繊維径1,000 nm未満，アスペクト比50以上をその定義とし，
高機能新素材としてとして開発が進められている。ナノファイバーでは圧倒的な比表面積と，ナノファイバー間に形成される空隙が
ナノオーダーになることなどから，一般の繊維では，得られないナノサイズ効果が発現する。本稿では，このナノファイバー技術に
関して，おもに溶融型のポリマー系ナノファイバー製造方法について紹介したい。
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